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十
九
世
紀
広
東
に
お
け
る
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
に
つ
い
て
の
一
考
察

二
二
一
（
二
二
一
）　

一　

は
じ
め
に

本
論
文
は
、
一
八
三
四
年
八
月
に
志
し
半
ば
で
亡
く
な
っ
た
入

華
宣
教
師
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
（M

orison, Robert

一
七
八

二
│
一
八
三
四
、
漢
名
馬
礼
遜
、
ロ
ン
ド
ン
宣
教
会
、
一
八
〇
七

年
入
華
）
を
記
念
し
て
、
広
東
及
び
マ
カ
オ
に
在
住
す
る
英
米
人

を
中
心
に
組
織
さ
れ
た
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
に
視
点
を
設
定
し
、
当

時
の
広
東
に
あ
る
英
語
を
媒
介
に
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
つ
い
て

考
察
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
模
索
の
一
端
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
設
立
目
的
は
、
そ
の
会
則
に
お
い
て
、
教
育

機
関
そ
の
他
の
力
に
よ
っ
て
、
当
時
の
清
朝
の
教
育
制
度
を
改
良

し
進
歩
さ
せ
る
こ
と
に
あ
る
、
と
さ
れ
て
い
る）

1
（

。
清
朝
の
海
禁
政

策
に
よ
っ
て
、
英
米
人
に
と
っ
て
唯
一
の
窓
口
で
あ
る
広
東
に
は
、

制
約
は
あ
る
も
の
の
居
留
地
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
る
地
域
が
あ

り
、
ま
た
、
広
東
周
辺
に
は
、
十
六
世
紀
か
ら
ポ
ル
ト
ガ
ル
が
居

留
権
が
認
め
ら
れ
て
い
る
マ
カ
オ
が
あ
る
。
広
東
及
び
マ
カ
オ
に

は
、
十
八
世
紀
末
か
ら
進
出
し
始
め
る
、
英
米
系
の
宣
教
師
、
貿

易
商
、
政
府
関
係
者
な
ど
に
よ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が
形
成
さ
れ
て

く
る
。
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
背
景
と
し
て
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
も

設
立
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
名
称
の
由
来
と
な
る
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ

ン
は
、
最
初
の
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
入
華
宣
教
師
と
し
て
ロ
ン
ド

ン
伝
道
教
会
か
ら
一
八
〇
七
年
中
国
に
派
遣
さ
れ
た
。
同
年
ア
メ

リ
カ
経
由
で
マ
カ
オ
に
到
着
し
、
九
月
広
東
に
到
り
、
東
イ
ン
ド

会
社
通
訳
官
と
し
て
清
朝
統
治
下
に
あ
る
禁
教
下
の
中
国
伝
道
に

着
手
し
た
。
一
八
一
〇
年
以
降
、
新
約
聖
書
各
篇
を
分
冊
刊
行
し
、

一
八
一
四
年
『
新
遺
勅
書
』
と
し
て
完
成
さ
せ
、
後
に
、
Ｗ
・
ミ

ル
ン
（M

ilne, W
illiam

一
七
八
五
│
一
八
二
二
、
漢
名
米
憐
、

十
九
世
紀
広
東
に
お
け
る
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
に
つ
い
て
の
一
考
察

中　

間　

和　

洋



二
二
二

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

（
二
二
二
）　

ロ
ン
ド
ン
宣
教
会
、
一
八
一
三
年
入
華
）
と
協
力
し
て
、
一
八
二

三
年
に
は
旧
約
聖
書
に
あ
た
る
『
旧
遺
詔
書
』
も
完
訳
し
、
併
せ

て
『
神
天
聖
書
』
と
題
し
刊
行
し
て
い
る
。
そ
の
間
、『
中
国
辞

典
』（A

 D
ictionary of the Chinese Language

、
マ
カ
オ
、

一
八
一
五
│
二
二
）
六
巻
を
編
纂
し
、
そ
の
第
二
部
『
五
車
韻

府
』
は
清
国
知
識
人
に
大
変
重
用
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
一

八
一
八
年
に
は
、
マ
ラ
ッ
カ
に
お
い
て
、
中
国
人
の
宣
教
師
を
養

成
す
る
目
的
で
英
華
書
院
を
設
立
し
た
。
一
八
二
四
年
イ
ギ
リ
ス

聖
書
協
会
の
招
聘
に
応
じ
て
イ
ギ
リ
ス
本
国
に
帰
国
し
、
そ
の
年
、

王
室
協
会
員
と
な
り
、
一
八
二
六
年
再
度
広
東
に
帰
任
し
た
。
イ

ギ
リ
ス
商
務
庁
首
席
通
訳
官
の
か
た
わ
ら
、
伝
道
活
動
を
行
い
、

最
後
は
広
東
で
没
し
て
い
る）

2
（

。

入
華
宣
教
師
と
し
て
、
中
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
・
キ
リ
ス
ト
教

史
の
端
緒
を
切
り
開
く
上
で
、
多
大
な
功
績
を
残
し
た
ロ
バ
ー

ト
・
モ
リ
ソ
ン
で
は
あ
る
が
、
彼
の
名
に
ち
な
む
こ
の
モ
リ
ソ
ン

教
育
会
を
発
会
す
る
に
あ
た
り
、
そ
の
準
備
幹
事
と
し
て
、
ロ
ビ

ン
ソ
ン
（Robinson, G. B.

）、
Ｗ
・
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
（Jardine, 

W
.

、
一
七
八
四
│
四
三
）、
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
（O

lyphant, D
. W

.

、

一
七
八
九
│
一
八
五
一
）、
デ
ン
ト
（D

ent, I.

）、
Ｊ
・
Ｒ
・
モ

リ
ソ
ン
（M

orrison, John Robert

、
一
八
一
四
│
四
三
）、
ブ

リ
ッ
ジ
マ
ン
（Bridgm

an, E. C.

、
一
八
〇
一
│
六
一
）
等
が

名
を
連
ね
て
い
る
。
こ
れ
ら
六
名
の
人
物
は
、
モ
リ
ソ
ン
縁
の

人
々
で
は
あ
る
が
、
必
ず
し
も
モ
リ
ソ
ン
同
様
に
入
華
宣
教
師
と

い
う
わ
け
で
は
な
い
。
入
華
宣
教
師
と
い
う
点
で
は
、
こ
の
中
の

Ｊ
・
Ｒ
・
モ
リ
ソ
ン
は
、
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
の
子
弟
に
あ
た

る
。
ジ
ョ
ン
は
マ
カ
オ
で
生
ま
れ
、
イ
ギ
リ
ス
で
教
育
を
受
け
て

い
る
が
、
一
八
二
六
年
に
父
に
随
伴
し
て
清
朝
統
治
下
の
中
国
に

到
り
、
一
時
マ
ラ
ッ
カ
の
英
華
書
院
で
学
ん
だ
後
、
三
四
年
に
父

ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
が
亡
く
な
っ
た
後
は
、
モ
リ
ソ
ン
の
後
継

者
と
し
て
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
事
業
の
み
な
ら
ず
、
英
中
貿
易
の

仲
介
に
も
当
た
っ
て
い
る
。
特
に
父
の
遺
志
を
受
け
、
ア
メ
リ
カ

聖
書
協
会
の
委
嘱
を
受
け
て
準
備
幹
事
の
一
人
と
し
て
名
前
が
挙

が
っ
て
い
る
Ｅ
・
Ｃ
・
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
等
と
共
に
、
聖
書
の
改
訳

に
も
尽
力
し
た
。
ア
ヘ
ン
戦
争
開
始
後
は
、
イ
ギ
リ
ス
政
府
の
外

交
事
務
を
も
担
当
し
、
そ
の
役
割
を
果
た
し
た
が
、
南
京
条
約
締

結
の
翌
年
、
一
八
四
三
年
に
、
生
誕
の
地
マ
カ
オ
で
没
し
て
い
る）

3
（

。

ま
た
、
Ｅ
・
Ｃ
・
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
は
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
サ

チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
に
生
ま
れ
、
ア
マ
ー
ス
ト
大
学
を
卒
業
後
、
一

八
三
〇
年
に
広
州
に
到
り
、
モ
リ
ソ
ン
の
も
と
で
中
国
語
を
学
習

し
た
後
、
中
国
伝
道
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
は
、

他
の
宣
教
師
と
協
力
し
つ
つ
、
一
八
三
六
年
に
は
モ
リ
ソ
ン
教
育

会
を
、
ま
た
、
三
八
年
に
は
中
国
医
療
伝
道
会
な
ど
を
設
立
し
た



十
九
世
紀
広
東
に
お
け
る
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
に
つ
い
て
の
一
考
察

二
二
三
（
二
二
三
）　

ア
メ
リ
カ
ン
ボ
ー
ド
の
入
華
宣
教
師
で
あ
る）

4
（

。
し
か
し
な
が
ら
、

Ｗ
・
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
、
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
、
デ
ン
ト
等
は
、
新
興
の

英
米
系
商
社
の
代
表
者
で
あ
り
、
ま
た
ロ
ビ
ン
ソ
ン
は
行
政
官
の

一
人
で
あ
る
。
Ｗ
・
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
は
、
東
イ
ン
ド
会
社
所
属
商

船
の
医
師
で
あ
っ
た
が
、
私
貿
易
業
者
で
あ
る
Ｊ
・
マ
セ
ソ
ン
と

共
に
、
一
八
三
二
年
、
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
＝
マ
セ
ソ
ン
商
会
を
設
立

し
た
。
こ
の
商
会
は
、
一
八
四
一
年
に
本
店
を
マ
カ
オ
か
ら
香
港

に
移
し
た
共
同
企
業
形
態
の
商
会
と
な
る）

5
（

。
ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
＝
マ

セ
ソ
ン
商
会
と
デ
ン
ト
の
率
い
る
デ
ン
ト
商
会
は
、
中
国
の
ア
ヘ

ン
貿
易
を
二
分
し
た
イ
ギ
リ
ス
系
の
商
会
で
、
ア
ヘ
ン
戦
争
を
背

後
で
強
力
に
後
押
し
し
た
経
済
的
勢
力
で
あ
っ
た）

6
（

。
彼
ら
は
、
モ

リ
ソ
ン
教
育
会
設
立
に
あ
た
っ
て
、
何
ら
か
の
政
治
的
、
財
政
的

支
援
活
動
に
繋
が
っ
て
い
る
可
能
性
は
高
い
。

ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
が
中
心
と
な
っ
て
一
八
三
二
年
に
創
刊
し
た
英

文
月
刊
誌
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ーT

he Chinese 
Repository

（1832-51

）』
は
、
中
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
を

行
う
伝
道
団
体
に
よ
る
月
刊
の
定
期
刊
行
物
と
し
て
、
一
八
三
二

年
に
発
刊
さ
れ
た
。
こ
の
英
文
月
刊
誌
の
記
事
内
容
と
し
て
最
も

項
目
数
の
多
い
領
域
の
分
野
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
も
の
で
、

取
り
扱
う
内
容
は
、
現
地
宗
教
の
記
事
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
伝

道
・
医
療
・
教
育
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
次
い
で
中
国
の
社

会
・
文
化
、
さ
ら
に
通
商
・
経
済
関
係
、
外
交
・
政
治
関
係
と
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
る
。
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
に
関
係
す
る
記
事
も
ま

た
、
こ
の
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
も
の
が
多
数
あ
る
。
月
刊
誌
で
発
行
部
数
は
七
百
│
一
千
部

を
数
え
、
中
国
お
よ
び
ア
ジ
ア
在
住
の
外
国
人
、
特
に
英
語
圏
の

人
々
が
主
要
な
読
者
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
月
刊
誌
は
、
重
要
な

情
報
源
と
し
て
、
ア
ジ
ア
現
地
に
駐
在
し
て
い
る
英
米
人
等
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
そ
の
内
容
が
流
通
す
る
と
と
も
に
、
本
国
に
お

け
る
中
国
及
び
ア
ジ
ア
の
情
報
源
と
も
な
っ
て
い
た）

7
（

。『
チ
ャ
イ

ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』
と
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
と
の
関
係
も
ま

た
、
密
接
な
も
の
と
な
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
設
立
計
画
を
進
め
た
準
備
幹
事
ら
は
、
一

八
三
五
年
一
月
二
十
六
日
付
の
趣
意
書
を
回
覧
し
、
翌
月
の
二
十

四
日
に
は
、
二
十
二
名
の
賛
同
者
を
得
、
四
、
八
六
〇
ド
ル
の
寄

付
金
を
得
て
い
る）

8
（

。
同
年
の
九
月
二
十
八
日
に
は
、
発
会
式
が
行

わ
れ
、
会
の
基
金
と
し
て
、
会
計
に
は
、
五
、
九
七
七
ド
ル
、
そ

し
て
教
育
活
動
に
必
要
な
蔵
書
と
し
て
一
、
五
〇
〇
冊
が
集
め
ら

れ
た
。
会
則
も
作
ら
れ
、
会
員
は
一
時
金
二
十
五
ド
ル
以
上
の
寄

付
を
行
う
か
、
ま
た
は
一
年
に
十
ド
ル
以
上
の
会
費
を
納
め
る
か

の
い
ず
れ
か
の
条
件
を
充
た
す
必
要
が
あ
っ
た）

9
（

。

こ
の
会
の
当
面
の
課
題
と
し
て
、
六
つ
の
計
画
が
提
示
さ
れ
た
。



二
二
四

史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

先
ず
第
一
に
、
で
き
る
限
り
速
や
か
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
専
任
教
師

を
得
る
と
い
う
こ
と
。
第
二
に
、
大
英
聖
書
公
会
か
ら
援
助
を
得

て
、
可
能
で
あ
れ
ば
イ
ギ
リ
ス
か
ら
も
教
師
を
一
名
派
遣
し
て
も

ら
う
と
い
う
こ
と
。
第
三
に
、
文
字
の
識
字
率
等
中
国
の
教
育
水

準
を
調
査
す
る
こ
と
。
第
四
に
、
海
外
華
僑
に
つ
い
て
も
、
文
字

の
識
字
率
等
に
関
し
て
、
同
様
の
調
査
を
行
う
と
い
う
こ
と
。
第

五
に
、
所
属
会
員
の
数
、
寄
付
金
の
量
、
所
蔵
図
書
の
増
加
を
図

る
と
い
う
こ
と
。
そ
し
て
最
後
に
第
六
と
し
て
、
中
国
人
に
対
し

英
語
教
育
を
行
い
、
キ
リ
ス
ト
教
及
び
西
洋
文
化
に
親
し
ま
せ
る

こ
と
と
い
う
内
容
で
あ
る）

10
（

。

こ
の
よ
う
な
計
画
を
立
て
た
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
は
、
中
国
の
若

者
に
英
語
を
教
え
る
学
校
の
設
立
な
い
し
資
金
援
助
を
目
的
と
し

た
実
践
を
直
ち
に
進
め
、
当
時
経
営
さ
れ
て
い
た
学
校
に
対
し
て

援
助
措
置
を
開
始
し）

11
（

、
そ
の
最
初
に
援
助
を
受
け
た
学
校
が
、
マ

カ
オ
で
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
夫
人
が
経
営
し
て
い
た
学
校
で
あ
る
。
こ
の

学
校
は
当
初
女
子
学
校
で
あ
っ
た
が
、
資
金
援
助
を
行
う
こ
と
で
、

男
子
学
生
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
。
ま
た
一
方
で
、

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
と
し
て
も
、
自
身
が
直
接
運
営
す
る
教
育
施
設

を
求
め
て
い
た
。
一
八
三
九
年
に
入
り
、
清
朝
と
イ
ギ
リ
ス
と
の

間
に
、
緊
張
関
係
が
生
じ
る
中
で
、
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
夫
人
の
学
校
は

閉
校
と
な
る
。
そ
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
、
モ
リ
ソ
ン
教
育

会
が
教
育
事
業
に
直
接
参
与
す
べ
く
、
マ
カ
オ
に
モ
リ
ソ
ン
記
念

学
校
を
設
立
し
た）

12
（

。
こ
の
学
校
の
学
生
に
は
、
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
夫
人

の
学
校
に
通
っ
て
い
た
学
生
も
、
入
学
生
と
し
て
受
け
入
れ
ら
れ

て
い
た
の
で
あ
る
。

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
が
運
営
さ
れ
て
い
た
時
期
は
、
中
国
の
近
代

史
上
、
非
常
に
重
要
な
時
期
に
位
置
し
て
い
る
。
ア
ヘ
ン
戦
争

（
一
八
四
〇
│
四
二
）
前
後
の
時
期
で
あ
る
と
共
に
、
そ
の
後
太

平
天
国
の
乱
（
一
八
五
一
│
六
三
）、
そ
し
て
第
二
次
ア
ヘ
ン
戦

争
と
も
言
わ
れ
る
ア
ロ
ー
戦
争
（
一
八
五
六
│
六
〇
）
の
時
期
と

重
な
り
あ
う
。
そ
の
時
期
に
広
東
周
辺
で
活
動
し
て
い
た
英
米
系

人
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
動
向
に
は
目
が
離
せ
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る

と
言
え
よ
う
。

本
論
文
に
取
り
組
む
に
あ
た
っ
て
は
、
基
幹
資
料
と
し
て

『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ーChinese Repository

』（
全

二
十
巻
、
一
八
三
二
│
五
一
）
を
中
心
に
取
り
扱
い
、「
二
、
モ

リ
ソ
ン
教
育
会
と
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』」
に
お

い
て
は
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
と
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト

リ
ー
』
の
関
係
性
に
つ
い
て
検
証
し
、
両
者
の
背
景
に
つ
い
て
考

察
し
て
い
き
た
い
と
考
え
る
。
ま
た
、「
三
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会

の
運
営
状
況
に
つ
い
て
」
で
は
、
毎
年
、『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ

ポ
ジ
ト
リ
ー
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
年
報
記

（
二
二
四
）　



十
九
世
紀
広
東
に
お
け
る
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
に
つ
い
て
の
一
考
察

二
二
五

で
あ
り
、
も
う
一
つ
は
、
文
書
伝
道
と
い
う
方
法
で
あ
る
。
直
接

伝
道
と
は
、
そ
の
言
葉
の
通
り
、
宣
教
師
が
布
教
対
象
の
居
住
地

区
に
直
接
赴
き
伝
道
活
動
を
す
る
方
法
で
、
接
触
可
能
な
人
数
は

あ
る
一
定
の
限
度
が
あ
り
、
特
に
清
朝
の
よ
う
に
、
国
家
が
キ
リ

ス
ト
教
を
禁
教
下
に
お
い
た
場
合
に
は
殆
ど
不
可
能
な
伝
道
方
法

と
な
る）

13
（

。
こ
れ
に
対
し
て
文
書
伝
道
と
は
、
間
接
伝
道
の
一
つ
の

方
法
で
、
著
作
活
動
を
通
じ
て
不
特
定
多
数
の
異
邦
人
を
入
信
へ

と
導
く
意
図
で
採
ら
れ
る
方
法
で
あ
る
。
十
九
世
紀
前
半
よ
り
中

国
に
お
い
て
、
伝
道
活
動
を
推
進
し
た
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
宣
教
師

は
、
漢
訳
聖
書
・
教
義
解
説
書
を
始
め
と
し
、
欧
米
事
情
紹
介

書
・
近
代
学
術
解
説
書
等
多
く
の
中
国
語
著
作
を
刊
行
し
て
お
り
、

こ
れ
ら
の
中
国
語
著
作
の
刊
行
を
通
じ
て
伝
道
活
動
を
推
進
す
る

こ
と
を
試
み
て
い
た）

14
（

。
文
書
に
よ
る
伝
道
は
、
伝
道
効
果
を
短
期

間
に
測
る
こ
と
は
難
し
い
が
、
伝
道
活
動
を
進
め
る
上
で
有
効
な

手
段
で
あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
禁
制
下
に
あ
っ
て
も
推
進
で
き
る
特

性
が
あ
っ
た）

15
（

。
し
か
し
、
こ
の
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト

リ
ー
』
は
、
現
地
中
国
発
の
定
期
刊
行
物
で
は
あ
る
が
、
英
文
に

よ
る
最
初
の
定
期
刊
行
物
で
あ
る
。
漢
訳
の
も
の
で
あ
れ
ば
、
現

地
中
国
人
の
た
め
の
啓
発
書
と
し
て
キ
リ
ス
ト
教
関
係
の
文
献
は

意
味
を
持
つ
で
あ
ろ
う
が
、
ま
だ
、
英
語
を
理
解
す
る
者
が
殆
ど

い
な
い
時
代
に
お
い
て
、
中
国
人
を
対
象
と
す
る
に
は
、
あ
ま
り

事
を
中
心
に
検
証
し
、
こ
の
機
関
の
主
た
る
活
動
内
容
は
ど
の
様

な
も
の
で
あ
っ
た
の
か
、
そ
し
て
、
そ
の
背
景
に
あ
る
英
米
系
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
ど
の
よ
う
な
結
び
つ
き
が
あ
っ
た
の
か
、
若
干
の

考
察
を
試
み
る
こ
と
と
し
た
い
。
な
お
、M

orrison Education 
Society

の
訳
語
に
関
し
て
は
、
文
献
資
料
に
よ
っ
て
別
の
訳
語

も
散
見
さ
れ
る
が
、
本
論
文
に
お
い
て
は
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
と

し
て
統
一
さ
せ
て
頂
く
こ
と
に
す
る
。

二　

 

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
と
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ

ジ
ト
リ
ー
』

『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』
は
、
中
国
で
刊
行
さ
れ

た
英
文
の
最
初
の
定
期
刊
行
物
で
あ
り
、
一
八
三
二
│
五
一
年
に

か
け
て
広
州
で
刊
行
さ
れ
た
。
全
二
十
巻
と
な
る
。
創
刊
者
は
ブ

リ
ッ
ジ
マ
ン
で
、
彼
が
広
東
を
離
れ
た
一
八
四
八
年
以
降
は
、

Ｓ
・
Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
が
編
集
主
幹
と
な
っ
て
い
る
。
ア
ヘ
ン

戦
争
前
か
ら
太
平
天
国
の
乱
の
勃
発
に
到
る
、
約
二
十
年
に
わ
た

る
中
国
近
代
史
上
最
も
重
要
な
時
期
を
包
括
す
る
、
中
国
で
刊
行

さ
れ
た
最
初
の
英
文
定
期
刊
行
物
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
興
味
深

い
貴
重
な
資
料
を
含
ん
で
い
る
。

一
般
に
、
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
活
動
は
、
そ
の
ス
タ
イ
ル
に
よ

り
二
つ
の
方
法
が
と
ら
れ
る
。
一
つ
は
、
直
接
伝
道
と
い
う
方
法

（
二
二
五
）　
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に
有
効
性
の
無
い
も
の
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
従
っ
て
、
こ
の
刊

行
物
の
対
象
と
な
る
読
者
は
、
現
地
中
国
人
及
び
南
洋
華
僑
の

人
々
を
対
象
に
し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

入
華
宣
教
師
ロ
バ
ー
ト
・
モ
リ
ソ
ン
に
始
ま
る
英
米
人
に
よ
る

中
国
研
究
の
成
果
が
英
文
で
発
表
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

当
時
の
中
国
及
び
そ
の
周
辺
諸
国
に
関
心
を
持
つ
、
特
に
現
地
中

国
及
び
周
辺
地
域
に
駐
在
し
て
い
る
英
米
系
の
人
々
に
と
っ
て
、

非
常
に
貴
重
な
情
報
源
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
容
易
に
察
し
が
つ
く
。

記
事
の
内
容
は
、
以
下
に
記
す
よ
う
に
多
岐
に
わ
た
る
が
、
出
版

の
目
的
が
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
の
伝
道
に
貢
献
す
る
と
い
う
こ
と
も

表１　『チャイニーズ・レポジトリー』
（全 20 巻）刊行年代順

The Chinese Repository, 1832-51.

I．（1832.5-33.4）
II．（1833.5-34.4）

III．（1834.5-35.4）
IV．（1835.5-36.4）
V．（1836.5-37.4）

VI．（1837.5-38.4）
VII．（1838.5-39.4）

VIII．（1839.5-40.4）
IX．（1840.5-40.12）
X．（1841.1-41.12）

XI．（1842.1-42.12）
XII．（1843.1-43.12）

XIII．（1844.1-44.12）
XIV．（1845.1-45.12）
XV．（1846.1-46.12）

XVI．（1847.1-47.12）
XVII．（1848.1-48.12）
XVIII．（1849.1-49.12）
XIV．（1850.1-50.12）
XX．（1851.1-51.12）

出典： The Chinese Repository, Vol.I-XX, 
（1832-51）より筆者作成。

あ
り
、
キ
リ
ス
ト
教
伝
道
に
関
す
る
記
事
が
最

も
多
い
も
の
と
な
っ
て
い
る）

16
（

。
現
地
の
英
米
系

の
人
々
と
い
う
の
は
、
宗
教
関
係
者
ば
か
り
で

は
な
く
、
外
国
人
居
留
地
が
あ
る
広
東
や
マ
カ

オ
、
あ
る
い
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
や
ペ
ナ
ン
な
ど

の
東
南
ア
ジ
ア
に
お
い
て
、
活
動
を
行
う
政
府

関
係
者
や
貿
易
商
会
の
人
々
な
ど
、
中
国
進
出

に
利
害
関
係
を
伴
う
英
米
系
の
人
々
と
い
う
こ

と
に
な
る
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
は
、
こ
の
毎
月
刊

行
さ
れ
る
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト

リ
ー
』
の
記
事
の
中
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
各
自
に

と
っ
て
必
要
な
情
報
収
集
を
行
っ
て
い
た
こ
と
が
推
測
さ
れ
る
。

『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』
の
刊
行
年
と
、
そ
の
取

り
扱
う
項
目
は
、
以
下
の
表
1
、
表
2
の
通
り
で
あ
る
。

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
は
、『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』

誌
上
に
お
い
て
、
定
期
総
会
な
ど
で
報
告
さ
れ
た
内
容
を
含
む
年

報
を
掲
載
し
、
そ
の
年
度
に
行
っ
て
き
た
活
動
内
容
を
報
告
し
て

い
る
。
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
主
要
会
員
で
あ
り
、
会
の
議
長
と
も

な
っ
て
い
る
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
は
、
一
方
で
、『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・

レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』
の
編
集
主
幹
と
も
な
っ
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も

考
え
合
わ
せ
る
と
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
と
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ

（
二
二
六
）　



十
九
世
紀
広
東
に
お
け
る
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
に
つ
い
て
の
一
考
察

二
二
七
（
二
二
七
）　

表 2　『チャイニーズ・レポジトリー』項目一覧

“GENERAL INDEX OF SUBJECTS CONTAINED IN THE TWENTY VOLUMES 
OF THE CHINESERE POSITORY; AN ARRANGED LIST OF THE ARTICLES.”

1． － GEOGRAPHY.（地理及び地誌）
2． － CHINESE GOVERNMENT AND POLITICS.（政府機構と政治）
3． － REVENUE,ARMY,AND NAVY.（歳入と陸、海軍）
4． － CHINESE PEOPLE.（人民、風俗、習慣）
5． － CHINESE HISTORY.（歴史）
6． － NATURAL HISTORY.（博物）
7． － ARTS,SCIENCE,AND MANUFACTURES.（美術、科学、製産）
8． － TRAVELS.（航行及旅行）
9． － LANGUAGE,LITERATURE,&c.（言語及び文学）
10．－ TRADE AND COMMERCE.（通商貿易）
11．－ SHIPPING.（回漕）
12．－ OPIUM.（阿片）
13．－ CANTON,FOREIGN FACTORIES,&c.（広東と外国商館）
14．－ FOREIGN RELATIONS.（支那と諸外国との関係）
15．－ RELATIONS WITH GREAT BRITAIN.（英支関係）
16．－WAR WITH ENGLAND.（英支戦争）
17．－ HONGKONG.（香港）
18．－ RELATIONS WITH AMERICA.（米支関係）
19．－ JAPAN.COREA,&c.（日本、朝鮮、その他）
20．－ SIAM AND COCHINCHINA.（暹羅〈泰〉と交阯支那）
21．－ OTHER ASIATIC NATIONS.（他の亜細亜諸民族）
22．－ INDIAN ARCHIPELAGO.（印度諸群島）
23．－ PAGANISM.（異教〈基督教以外の宗教〉）
24．－MISSIONS.（ミッション、諸伝道会）
25．－MEDICAL MISSIONS.（博医伝道）
26．－ REVISION OF THE BIBLE.（聖書の修正改定）
27．－ EDUCATION SOCIETIES,&c.（教育協会その他）
28．－ RELIGIOUS.（宗教）
29．－ BIOGRAPHICAL NOTICES.（伝記）
30．－MISCELLANEOUS.（雑録）

出典： GENERAL INDEX OF SUBJECTS CONTAINED IN THE TWENTY 
VOLUMES OF THE CHINESE REPOSITORY; WITH AN ARRANGED 
LIST OF THE ARTICLES, Canton, 1851, pp.9-54、及び、岩井大慧「序」『支
那叢報』（第一巻、丸善株式會社、1941 年、8-11 頁）より筆者作成。
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表 3　モリソン教育会関連年表

1834 年 8 月 ロバート＝モリソン（Robert Morison 1782 ～ 1834、漢名馬礼
遜、ロンドン宣教会、1807 年入華）没。
広東及びマカオに在住する英米人により、モリソンの功績を記
念するため、モリソン教育会の設立が企図された。
ロ ビ ン ソ ン（Sir G. B. Robinson）、 ジ ャ ー デ ィ ン（W. 
Jardine）、オリファント（D. W. C. Olyphant）、デント（I.. 
Dent）、J・R・モリソン（J. R. Morrison）、ブリッジマン（E. C. 
Bridgman）等を準備幹事として設立計画。

1835 年 1 月 モリソン教育会の設立趣意書を回覧。
2月 24 日　22 名の賛同者。4,860 ドルの寄付金を得る。
9月 28 日　モリソン教育会発会式。

会計（ジャーディン・マゼソン会社）には 5,977 ドルの基金と
1,500 冊の書物。会則の決定。会員は一時金 25 ドル以上を寄附
する者、或いは 1年 10 ドル以上を納入する者。
マカオのギュツラフ夫人の学校への援助開始。

1837 年 9 月 27 日　モリソン教育会第 1回年報。（229 － 244 頁）〔第 6巻〕
1838 年10月 3 日　モリソン教育会第 2回年報。（301 － 310 頁）〔第 7巻〕
1839 年 2 月 サミュエル・Ｒ・ブラウン（Samuel R. Brown）、マカオ着。
1841 年 9 月 29 日　モリソン教育会第 3回年報。（564 － 587 頁）〔第 10 巻〕
1842 年 9 月 28 日　モリソン教育会第 4回年報。（541 － 557 頁）〔第 11 巻〕
1943 年10月 1 日　モリソン教育会第 5回年報。（363 － 368 頁）〔第 12 巻〕
1844 年 9 月 25 日　モリソン教育会第 6回年報。（619 － 641 頁）〔第 13 巻〕
1845 年 9 月 24 日　モリソン教育会第 7回年報。（465 － 485 頁）〔第 14 巻〕
1846 年 9 月 30 日　モリソン教育会第 8回年報。（601 － 618 頁）〔第 15 巻〕
1847 年10月 25 日　モリソン教育会第 9回年報。（567 － 568 頁）〔第 16 巻〕
1848 年 9 月 30 日　モリソン教育会第 10 回年報。（33 － 43 頁）〔第 18 巻〕
1850 年 2 月 13 日　モリソン教育会第 11 回総会。（675 － 676 頁）〔第 19 巻〕
1853 年　　 モリソン教育会の基金は学校負債の清算へ。収入は諸処の学校

に寄附。

出典：The Chinese Repository, Vol.I-XX, （1832-51）より筆者作成。

ポ
ジ
ト
リ
ー
』
の
刊
行
に
は
、

表
裏
一
体
と
な
る
密
接
な
関
係

が
あ
る
と
推
測
さ
れ
る
で
あ
ろ

う
。
第
一
回
の
年
報
で
は
、
以

下
の
よ
う
な
内
容
が
報
告
さ
れ

て
い
る
。

一
八
三
七
年
初
頭
の
保
管
委

員
会
第
一
次
会
合
に
お
い
て
、

ア
メ
リ
カ
、
イ
ギ
リ
ス
両
国
よ

り
一
名
ず
つ
の
専
任
教
師
の
招

聘
が
承
認
さ
れ
た）

17
（

。
こ
の
こ
と

は
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
発
会

式
が
行
わ
れ
た
一
八
三
五
年
九

月
二
十
八
日
に
お
い
て
、
当
面

の
会
の
計
画
と
し
て
提
示
さ
れ

た
、
第
一
、
可
能
な
限
り
速
や

か
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
専
任
教
師

を
得
る
と
い
う
こ
と
、
第
二
、

大
英
聖
書
公
会
か
ら
援
助
を
得

て
、
可
能
で
あ
れ
ば
イ
ギ
リ
ス

か
ら
も
教
師
を
一
名
派
遣
し
て

（
二
二
八
）　
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二
二
九

も
ら
う
こ
と）
18
（

、
と
の
内
容
を
反
映
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
ま

た
、
こ
の
時
期
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
は
、
五
名
の
中
国
人
少
年
（
二

名
は
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
三
名
は
広
東
）
を
保
護
し
て
教
育
活
動
を

行
っ
て
お
り
、
ま
た
、
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
夫
人
の
経
営
す
る
マ
カ
オ
の

中
国
人
学
校
に
も
補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
し
て
い

る）
19
（

。
こ
の
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
夫
人
の
学
校
は
、
先
に
述
べ
た
よ
う
に
、

男
子
学
生
も
受
け
入
れ
ら
れ
る
よ
う
に
貢
献
し
た
わ
け
で
あ
る
が
、

最
初
の
男
子
学
生
で
、
後
日
、
モ
リ
ソ
ン
記
念
学
校
に
入
学
し
た

最
初
の
学
生
と
も
な
り
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
留
学
の
道
を
切
り
開
い

た
の
は
、
容
閎
（
一
八
二
八
│
一
九
一
二
）
で
あ
っ
た
。
容
閎
は
、

初
め
て
ア
メ
リ
カ
の
大
学
（
イ
ェ
ー
ル
大
学
）
で
学
位
を
取
得
し

た
中
国
人
と
な
っ
た
。
但
し
、
計
画
の
第
三
に
あ
た
る
、
文
字
の

識
字
率
等
中
国
の
教
育
水
準
を
調
査
す
る
こ
と
に
関
し
て
は
、
現

状
で
は
正
確
な
調
査
は
殆
ど
不
可
能
に
近
い
と
し
て
、
現
在
行
っ

て
い
る
調
査
項
目
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
た）

20
（

。
さ
ら
に
計
画
の
第

四
に
あ
た
る
華
僑
に
関
し
て
も
同
様
の
調
査
を
行
う
と
い
う
内
容

に
つ
い
て
は
、
マ
ニ
ラ
、
バ
タ
ヴ
ィ
ア
、
ペ
ナ
ン
、
マ
ラ
ッ
カ
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
バ
ン
コ
ク
の
駐
在
員
宛
に
、
そ
の
地
の
華
僑
に

対
す
る
、
二
十
二
項
目
か
ら
な
る
質
問
紙
の
依
頼
状
を
送
付
し
て

い
る）

21
（

。
こ
れ
を
受
け
て
バ
タ
ヴ
ィ
ア
、
ペ
ナ
ン
、
マ
ラ
ッ
カ
に
関

し
て
は
、
駐
在
員
よ
り
報
告
が
上
が
っ
て
き
た
こ
と
が
記
さ
れ
て

い
る
。
最
後
の
課
題
で
あ
る
所
属
会
員
数
の
増
員
、
寄
付
金
額
の

増
加
、
所
蔵
図
書
数
の
増
冊
に
関
し
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
総
括
は
さ

れ
て
い
な
い
が
、
蔵
書
数
が
順
調
に
増
え
た
こ
と
に
つ
い
て
は
年

報
が
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』
に
よ
っ
て
報
告
さ
れ

て
い
る）

22
（

。

表
3
「
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
関
連
年
表
」
で
は
、
モ
リ
ソ
ン
教
育

会
の
活
動
経
過
を
示
し
て
い
る
が
、
そ
の
中
で
、
定
期
総
会
の
年

報
が
刊
行
さ
れ
た
時
期
を
掲
載
し
、
毎
年
報
告
さ
れ
て
い
る
年
報

の
史
的
位
置
づ
け
を
整
理
し
た
。

三　

 

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
運
営
状
況
に
つ
い
て

一
八
三
八
年
一
〇
月
三
日
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
第
二
回
年
次

総
会
が
開
催
さ
れ
た）

23
（

。
会
場
は
広
東
の
商
工
会
議
所
で
、
午
前
十

一
時
か
ら
開
会
さ
れ
た
が
、
こ
の
総
会
に
出
席
し
た
会
員
は
、
次

の
よ
う
な
メ
ン
バ
ー
が
出
席
し
た
こ
と
の
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る
。

即
ち
、
議
長
と
し
て
デ
ン
ト
、
リ
ン
ゼ
イ
、
イ
ン
ク
ス
、
Ａ
・
マ

セ
ソ
ン
、Dinshaw

 Furdoonjce

、
モ
ラ
ー
、
Ｊ
・
Ｒ
・
ロ
バ
ー

ト
ソ
ン
、
ウ
ェ
ッ
ト
モ
ア
、
ス
レ
イ
ド
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
ス
、

Fessenden

、
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
、
そ
し
て
モ
リ
ソ
ン
で
あ
る）
24
（

。
こ

の
年
の
総
会
で
は
、
過
去
一
年
間
の
活
動
状
況
を
踏
ま
え
た
上
で
、

幹
事
の
一
人
で
あ
る
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
か
ら
重
要
な
報
告
が
あ
っ
た
。

（
二
二
九
）　
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そ
の
内
容
と
し
て
は
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
が
現
段
階
で
所
期
の
業

務
を
遂
行
す
る
に
あ
た
り
、
不
足
し
て
い
る
も
の
と
し
て
、
第
一

に
、
教
師
の
人
数
、
第
二
に
、
初
級
者
用
の
良
質
な
教
科
書
、
第

三
に
、
良
く
考
案
さ
れ
た
教
育
計
画
、
と
い
う
以
上
三
項
目
に
つ

い
て
の
指
摘
で
あ
る）

25
（

。

第
一
の
教
師
の
不
足
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
そ
の
当
時
の
モ

リ
ソ
ン
教
育
会
の
幹
事
達
の
議
論
の
中
で
は
、
中
国
人
教
師
の
必

要
性
に
つ
い
て
、
論
じ
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
中
国
語
に
も

中
国
の
慣
習
に
も
精
通
し
て
お
り
、
あ
る
程
度
体
系
的
に
学
問
を

学
び
、
西
洋
の
近
代
科
学
に
つ
い
て
も
一
定
水
準
は
精
通
し
て
い

る
中
国
人
教
師
の
存
在
が
求
め
ら
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る）

26
（

。
モ
リ

ソ
ン
教
育
会
の
教
育
活
動
は
、
ご
く
一
般
的
な
社
会
的
職
業
に
従

事
す
る
中
国
人
に
対
し
教
育
す
る
こ
と
で
あ
る
が
、
教
育
を
受
け

た
中
国
人
の
中
か
ら
幾
名
か
の
人
材
が
教
師
と
な
り
、
次
世
代
の

生
徒
を
教
育
す
る
と
い
う
発
展
的
教
育
成
果
が
求
め
ら
れ
る
べ
き

こ
と
が
述
べ
ら
れ
て
い
る）

27
（

。
ま
た
、
中
国
に
対
し
て
、
こ
の
様
な

教
育
活
動
に
関
わ
り
、
推
進
す
る
こ
と
は
、
こ
れ
ま
で
の
諸
外
国

が
と
ら
な
か
っ
た
方
法
で
あ
る
と
し
て
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
自
身

の
教
育
活
動
に
一
定
の
評
価
と
自
負
を
抱
い
て
い
る
こ
と
が
わ
か

る
。
但
し
、
中
国
人
教
師
自
体
の
成
長
が
求
め
ら
れ
る
と
い
う
面

で
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
と
し
て
自
信
の
持
て
る
人
材
が
得
ら
れ
る

ま
で
は
、
海
外
に
教
師
を
仰
ぐ
必
要
が
あ
る
と
し
て
い
る）

28
（

。
教
師

を
海
外
に
求
め
る
件
に
つ
い
て
は
、
発
会
当
初
の
計
画
に
お
い
て

も
、
或
い
は
第
一
回
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
年
報
に
お
い
て
も
記
さ
れ

て
お
り）

29
（

、
実
際
に
、
こ
の
段
階
で
ア
メ
リ
カ
及
び
イ
ギ
リ
ス
の
教

育
関
係
者
に
依
頼
し
、
人
材
の
派
遣
を
要
請
し
て
い
る）

30
（

。

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
理
事
会
よ
り
、
派
遣
教
師
選
考
の
依
頼
状

が
送
ら
れ
て
い
た
三
人
の
イ
ェ
ー
ル
大
学
教
授
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

返
信
が
あ
っ
た
。
内
容
と
し
て
は
、
一
通
目
は
、
条
件
に
か
な
う

青
年
が
一
人
い
た
が
、
家
庭
の
事
情
に
よ
っ
て
、
断
念
せ
ざ
る
を

得
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
（
一
八
三
七
年
六
月
付
）。
二
通
目
は
、

銓
衡
の
結
果
良
い
人
材
を
一
名
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
、
一
〇
月

に
は
中
国
へ
の
渡
航
予
定
で
準
備
を
し
て
き
た
が
、
眼
の
疾
患
に

よ
り
取
り
や
め
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
こ
と
（
一
八
三
七
年
九
月
三

〇
日
付
）。
そ
し
て
、
三
通
目
は
、
新
た
な
候
補
者
を
探
す
べ
く
、

鋭
意
努
力
中
で
あ
る
と
い
う
こ
と
（
一
八
三
七
年
一
〇
月
一
七
日

付
）、
で
あ
っ
た）

31
（

。

ア
メ
リ
カ
方
面
で
は
、
イ
ェ
ー
ル
大
学
関
係
者
か
ら
、
教
師
派

遣
の
依
頼
に
関
し
て
返
信
が
あ
っ
た
わ
け
で
あ
る
が
、
イ
ギ
リ
ス

本
国
の
大
英
教
育
会
か
ら
は
、
こ
の
段
階
で
特
に
連
絡
が
な
い
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
進
展
が
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
モ

リ
ソ
ン
教
育
会
理
事
の
フ
ォ
ッ
ク
ス
が
、
イ
ギ
リ
ス
訪
問
の
際
、

（
二
三
〇
）　
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大
英
教
育
会
会
長
と
面
会
し
、
会
の
意
向
を
伝
え
る
こ
と
で
、
帰

国
後
に
は
、
何
ら
か
の
情
報
が
得
ら
れ
る
の
で
は
無
い
か
と
の
報

告
が
な
さ
れ
て
い
る）

32
（

。

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
は
、
前
年
の
一
八
三
七
年
に
、
支
配
下
の
学

生
と
し
て
五
名
の
学
生
を
所
属
さ
せ
て
い
る
。
一
名
は
学
業
を
途

中
で
断
念
し
た
が
、
他
の
四
名
は
継
続
し
な
お
か
つ
、
一
八
三
八

年
に
な
っ
て
新
た
に
一
名
が
増
員
さ
れ
、
第
二
回
年
次
総
会
当
時
、

五
名
の
在
籍
者
を
有
し
て
い
た
。
本
来
な
ら
ば
、
さ
ら
に
三
名
の

入
学
希
望
者
が
あ
っ
た
が
、
現
実
に
は
教
員
不
足
の
問
題
を
抱
え

て
お
り
、
結
果
と
し
て
、
断
る
こ
と
に
な
っ
た
。
し
か
し
、
一
八

三
七
年
段
階
で
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
に
所
属
し
て
い
る
学
生
に
関
し

て
、
順
調
に
教
育
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。

一
八
三
七
年
一
月
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
送
ら
れ
た
学
生
は
、
学

業
、
品
行
共
に
申
し
分
が
無
い
こ
と
。
ま
た
、
英
語
と
中
国
語
の

二
カ
国
語
で
学
習
し
て
お
り
、
将
来
的
に
教
師
に
な
れ
る
可
能
性

が
あ
る
と
報
告
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
か
ら
一
八

三
七
年
一
〇
月
に
中
国
に
帰
国
し
た
学
生
は
、
八
年
間
に
わ
た
り

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
と
関
連
の
あ
る
教
育
機
関
で
勉
学
に
つ
と
め
て

お
り
、
英
語
と
中
国
語
の
二
カ
国
語
を
か
な
り
正
確
に
読
む
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
。
学
習
内
容
と
し
て
は
、
地
理
・

算
術
・
博
物
及
び
英
文
法
で
、
英
文
の
漢
語
文
訳
、
漢
語
文
の
英

文
訳
も
学
習
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

33
（

。
こ
の
学
生
が
学
習

し
て
い
る
地
理
で
は
、
地
球
の
形
状
・
大
き
さ
・
公
転
と
い
っ
た

天
文
学
的
な
内
容
と
、
緯
度
・
経
度
・
国
家
・
河
川
・
山
岳
等
と

い
っ
た
地
理
学
的
内
容
を
総
合
し
た
科
目
を
学
習
し
て
い
る
。
算

術
で
は
四
則
計
算
及
び
分
数
に
つ
い
て
、
学
習
理
解
が
進
ん
で
い

る
。
ま
た
、
博
物
と
い
う
科
目
で
は
、『Good's Book of 

N
ature

』
の
抄
本
を
二
度
読
み
、
現
在
で
は
、
地
質
学
の
初
歩

に
つ
い
て
学
習
を
進
め
て
い
る
と
い
う
報
告
が
な
さ
れ
た）

34
（

。
こ
の

学
生
は
、
自
分
の
様
々
な
学
習
課
題
を
進
め
な
が
ら
、
後
進
の
第

三
・
四
番
目
の
学
生
二
人
に
対
し
て
、
中
国
語
・
英
語
の
学
習
指

導
の
た
め
に
助
教
師
的
役
割
を
果
た
し
て
い
る
と
も
報
告
さ
れ
て

い
る
の
で
あ
る）

35
（

。

こ
の
よ
う
に
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
に
関
わ
る
学
生
の
中
で
、
順
調

に
教
育
活
動
を
進
め
て
い
る
者
達
も
い
る
が
、
一
方
で
第
五
番
目

の
学
生
は
、
年
齢
も
九
歳
と
い
う
こ
と
で
、
そ
の
世
代
の
年
齢
に

対
応
出
来
る
教
師
が
お
ら
ず
、
実
状
と
し
て
は
、
放
任
状
態
と

な
っ
て
い
る
よ
う
で
あ
っ
た）

36
（

。
教
師
不
足
の
問
題
が
、
こ
こ
で
も

報
告
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
第
六
番
目
の
学
生
は
、
一
八
三
八
年
の
入
学
者
で
は
あ

る
が
、
英
語
の
初
歩
を
学
習
し
な
が
ら
、
一
方
で
、
パ
ー
カ
ー
博

士
の
下
で
医
療
を
学
び
、
病
院
の
助
手
と
し
て
一
日
三
、
四
時
間

（
二
三
一
）　
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働
い
て
い
る）
37
（

。
ま
た
、
こ
の
学
生
は
中
国
文
学
に
も
か
な
り
精
通

し
て
お
り
、
学
問
好
き
で
研
究
熱
心
な
学
生
で
あ
る
と
い
う
こ
と

で
、
人
間
の
起
源
と
運
命
、
人
間
が
神
や
同
胞
に
対
し
て
負
っ
て

い
る
様
々
な
義
務
、
そ
し
て
学
問
へ
の
義
務
と
真
理
へ
の
服
従
な

ど
、
キ
リ
ス
ト
教
及
び
西
洋
的
価
値
観
を
学
ば
せ
て
い
る
よ
う
で

あ
っ
た）

38
（

。
こ
の
こ
と
は
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
が
中
国
人
に
対
し
英

語
教
育
を
行
い
、
キ
リ
ス
ト
教
及
び
西
洋
文
化
に
親
し
ま
せ
る
と

い
う）

39
（

、
発
会
当
初
に
立
て
た
計
画
を
実
行
し
て
い
る
と
い
う
こ
と

に
繋
が
る
で
あ
ろ
う
。

一
方
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
が
、
自
身
の
支
配
下
に
な
い
学
校
へ

送
っ
て
い
る
学
生
も
あ
っ
た
。
こ
の
場
合
は
学
生
の
保
護
者
と
い

う
立
場
に
留
ま
っ
て
い
る
。
学
生
に
適
し
た
学
校
を
選
択
し
、
金

銭
的
援
助
と
精
神
的
忠
告
を
行
い
、
学
生
の
学
業
成
就
を
図
る
こ

と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
、
学
生
が
必
要
な
教
育
を
受
け
る
こ
と

に
注
意
が
注
が
れ
る
と
共
に
、
途
中
で
学
業
を
放
棄
し
な
い
よ
う

に
注
意
を
払
う
と
い
う
側
面
が
あ
る
。
学
生
の
中
途
退
学
の
問
題

は
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
に
と
っ
て
も
、
重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い

る
よ
う
で
あ
る
。

学
業
成
就
の
た
め
の
学
生
に
対
す
る
支
援
金
の
分
配
は
、
地
域

に
よ
っ
て
区
別
を
し
て
い
る
。
中
国
に
い
る
学
生
に
は
、
一
ヵ
月

十
一
ド
ル
五
十
セ
ン
ト
を
支
給
し
、
そ
の
内
訳
は
、
あ
る
二
名
に

対
し
て
二
ド
ル
ず
つ
で
計
四
ド
ル
。
一
名
に
対
し
て
二
ド
ル
五
十

セ
ン
ト
、
別
の
一
名
に
対
し
五
ド
ル
、
そ
し
て
最
年
少
の
学
生
に

は
、
一
ド
ル
を
支
給
し
、
計
十
一
ド
ル
五
十
セ
ン
ト
と
な
っ
て
い

る）
40
（

。
ま
た
、
マ
カ
オ
の
学
校
に
は
、
一
ヵ
月
十
五
ド
ル
が
支
給
さ

れ
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
協
会
自
由
学
校
（Singapore 

Institution Free School

）
に
も
同
額
の
十
五
ド
ル
が
支
給
さ

れ
て
い
る）

41
（

。

マ
カ
オ
の
学
校
は
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
か
ら
月
十
五
ド
ル
の
支

援
が
あ
り
、
個
人
寄
付
と
し
て
、
毎
月
十
一
ド
ル
の
寄
付
が
あ
る

の
で
、
月
額
二
十
六
ド
ル
、
年
三
百
十
二
ド
ル
の
学
事
資
金
を
学

校
と
し
て
得
ら
れ
て
い
る）

42
（

。

こ
の
マ
カ
オ
の
学
校
は
、
一
八
三
五
年
に
始
ま
り
、
一
八
三
八

年
に
は
男
子
十
六
名
、
女
子
五
名
が
在
籍
し
て
い
る
が
、
こ
れ
ら

学
生
は
、
総
て
ギ
ュ
ツ
ラ
フ
（
一
八
〇
三
│
五
一
）
の
家
に
住
み

込
み
、
衣
食
を
給
付
さ
れ
て
い
る
。
中
途
退
学
の
問
題
は
、
マ
カ

オ
の
学
校
に
お
い
て
も
重
要
な
課
題
で
、
特
に
女
性
の
場
合
は
、

三
、
四
ヵ
月
で
退
学
し
、
一
年
続
く
こ
と
は
ま
ず
な
い
と
の
こ
と

で
あ
る
。
男
子
の
場
合
は
、
中
国
古
典
に
多
少
精
通
し
た
英
語
を

話
せ
る
よ
う
に
な
る
と
、
中
途
で
学
校
を
止
め
、
商
店
等
に
勤
め

よ
と
い
う
彼
ら
の
両
親
の
言
い
付
け
に
従
う
者
が
多
く
、
二
ヵ
年

以
上
在
学
し
た
の
は
五
、
六
名
に
過
ぎ
な
い
と
い
う
の
が
実
状
で

（
二
三
二
）　
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あ
っ
た
。

一
八
三
八
年
に
入
っ
て
か
ら
退
学
者
は
減
少
し
、
逆
に
入
学
志

願
者
は
増
加
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

こ
の
マ
カ
オ
の
学
校
は
年
齢
に
よ
っ
て
三
段
階
に
分
か
れ
て
い

る
が
、
全
て
の
ク
ラ
ス
で
英
語
は
学
習
さ
れ
て
い
る
。
上
級
ク
ラ

ス
の
学
生
は
地
理
・
歴
史
・
習
字
の
学
習
、
中
級
ク
ラ
ス
は
読
み

書
き
の
学
習
、
下
級
ク
ラ
ス
は
読
み
方
の
学
習
と
そ
れ
ぞ
れ
指
導

が
な
さ
れ
、
全
て
の
級
に
共
通
に
新
約
聖
書
を
用
い
て
い
る
。
中

国
語
に
関
し
て
は
、
例
外
な
く
、
中
国
人
教
師
の
下
、
顕
著
な
進

歩
ぶ
り
を
示
し
て
い
る）

43
（

。

一
方
で
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
発
会
当
時
か
ら
の
計
画
で
あ
る

「
四
、
海
外
華
僑
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
調
査
を
行
う
と
い
う
こ

と
」
に
関
連
す
る
報
告
と
し
て
は
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
バ
ン
コ
ク

か
ら
の
リ
ポ
ー
ト
を
整
理
す
る
と
以
下
の
様
に
な
る）

44
（

。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
在
住
の
中
国
人
の
教
育
に
関
し
て
は
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
教
育
会
の
管
轄
下
で
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
同
地
の
教
育

会
の
一
部
は
、
専
ら
在
住
す
る
中
国
系
人
の
教
育
に
集
中
し
て
い

る
。
こ
の
教
育
事
業
は
、
多
く
の
課
題
と
対
峙
す
る
こ
と
に
な
る

が
、
好
転
材
料
が
見
い
出
せ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
一
八
三
八
年
四
月
九
日
付
け
の
リ
ポ
ー
ト
に
よ
る
と
、

以
下
の
様
な
報
告
が
な
さ
れ
て
い
る）

45
（

。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
中
国
人
の
た
め
の
学
校
は
、
一
八
三

七
年
三
月
に
開
校
し
、
在
籍
者
数
九
十
五
名
、
一
日
当
た
り
の
平

均
出
席
者
数
六
十
六
名
そ
し
て
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
教
育
会
所
属
の
子

弟
数
二
百
三
十
九
名
で
あ
る
。
教
科
課
程
と
し
て
は
中
国
語
科
、

英
語
科
・
マ
レ
ー
語
科
な
ど
が
あ
り
、
新
た
に
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
語

科
も
計
画
中
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

46
（

。
当
時
の
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
教
育

会
に
お
け
る
最
大
の
課
題
は
、
事
業
資
金
不
足
で
あ
っ
た）

47
（

。

バ
ン
コ
ク
在
住
の
中
国
人
の
教
育
に
関
し
て
は
、
二
つ
の
報
告

が
寄
せ
ら
れ
て
い
た）

48
（

。
バ
ン
コ
ク
に
お
け
る
普
通
学
校
の
授
業
料

は
一
年
八
ド
ル
程
度
で
あ
る
が
、
寄
宿
・
衣
服
・
文
具
等
の
諸
経

費
に
よ
り
、
実
際
に
は
十
五
ド
ル
以
上
か
か
る
の
が
実
状
と
い
う

こ
と
で
あ
る）

49
（

。
裕
福
な
中
国
人
の
家
庭
で
は
、
子
弟
に
対
し
て
家

庭
教
師
を
雇
用
す
る
の
が
一
般
的
の
よ
う
で
あ
る
。
家
庭
教
師
は

一
ヵ
月
八
ド
ル
程
度
で
、
学
習
教
室
に
通
う
場
合
は
一
ヵ
月
二
ド

ル
五
十
セ
ン
ト
或
い
は
そ
れ
以
下
と
な
る）

50
（

。
バ
ン
コ
ク
の
場
合
、

こ
れ
ら
の
教
育
施
設
に
通
う
子
弟
の
多
く
は
、
四
、
五
年
と
継
続

す
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
中
国
人
の
教
育
に

関
す
る
認
識
不
足
、
保
護
者
の
貧
困
問
題
、
中
国
人
妻
子
間
に
お

け
る
タ
イ
語
へ
の
傾
倒
、
そ
の
他
興
味
深
い
こ
と
と
し
て
は
在
学

中
、
タ
イ
の
貴
族
に
よ
っ
て
役
者
に
ス
カ
ウ
ト
さ
れ
る
こ
と
な
ど

が
あ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

51
（

。

（
二
三
三
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史　
　
　

学　

第
八
五
巻　

第
一-

三
号　

文
学
部
創
設
一
二
五
年
記
念
号
（
第
二
分
冊
）

こ
の
時
期
の
活
動
と
し
て
、
図
書
館
に
関
し
て
は
、
誰
で
も
利

用
可
能
な
条
件
で
開
設
さ
れ
、
そ
の
拡
張
計
画
も
進
ん
で
い
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、
公
共
図
書
館
と
し
て
数
年
中
に
整
備

し
、
現
在
の
蔵
書
二
千
冊
か
ら
そ
の
百
倍
位
を
目
標
に
計
画
し
て

い
る）

52
（

。
こ
れ
も
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
発
会
当
初
の
目
的
で
あ
る
、

所
属
会
員
の
数
、
寄
付
金
の
額
、
所
蔵
図
書
数
の
増
加
を
図
る
と

い
う
こ
と
に）

53
（

、
繋
が
る
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

一
八
三
九
年
に
は
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
に
と
っ
て
待
望
の
専
門

職
の
教
師
が
、
ア
メ
リ
カ
よ
り
来
訪
す
る
こ
と
と
な
る
。
こ
の
こ

と
は
、
こ
の
会
の
課
題
で
あ
る
六
つ
の
計
画
で
は
第
一
の
課
題
に

あ
た
る
、
で
き
る
限
り
早
く
ア
メ
リ
カ
か
ら
専
門
の
教
師
を
得
る

と
い
う
こ
と）

54
（

、
に
つ
な
が
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
入
華
し
た
人
物
は
、

Ｓ
・
Ｒ
・
ブ
ラ
ウ
ン
（Brow

n, Sam
m

uel R.
、
一
八
一
〇
│
八

〇
、
ア
メ
リ
カ
改
革
派
教
会
、
一
八
三
九
年
入
華
）
で
あ
る
。
コ

ネ
チ
カ
ッ
ト
州
イ
ー
ス
ト
ウ
ィ
ン
ザ
ー
生
ま
れ
で
、
一
八
三
二
年

イ
ェ
ー
ル
大
学
を
卒
業
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
聾
唖
学
校
で
教
鞭

を
と
る
か
た
わ
ら
、
神
学
校
に
も
通
い
、
三
八
年
、
ユ
ニ
オ
ン
神

学
校
を
卒
業
す
る
と
共
に
、
中
国
派
遣
の
た
め
聾
唖
学
校
を
退
職

し
、
一
八
三
八
年
十
月
十
七
日
、
モ
リ
ソ
ン
号
で
出
港
。
三
九
年

二
月
十
九
日
、
中
国
マ
カ
オ
に
到
着
し
た）

55
（

。
マ
カ
オ
で
は
、
Ｓ
・

Ｗ
・
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
（W

illiam
s, Sam

ue1 W
ells

、
一
八
一
四

│
八
四
、
漢
名
衛
三
畏
、
一
八
三
三
年
入
華
）
の
指
導
の
下
、
中

国
語
を
六
ヵ
月
間
学
習
し）

56
（

、
そ
の
後
、
一
八
三
九
年
十
一
月
四
日
、

モ
リ
ソ
ン
記
念
学
校
の
校
長
と
な
り
、
十
八
名
の
生
徒
を
有
し
て

開
校
し
た
。
そ
し
て
、
一
八
四
二
年
、
ア
ヘ
ン
戦
争
に
よ
っ
て
清

朝
が
敗
れ
、
南
京
条
約
で
香
港
が
イ
ギ
リ
ス
領
と
し
て
割
譲
さ
れ

る
と
、
そ
の
年
に
、
モ
リ
ソ
ン
記
念
学
校
は
香
港
へ
の
移
設
が
決

定
し
、
ブ
ラ
ウ
ン
も
共
に
移
る
こ
と
に
な
っ
た）

57
（

。

こ
の
ブ
ラ
ウ
ン
に
つ
い
て
、
一
八
四
一
年
九
月
二
十
九
日
、

「
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
第
三
回
年
報
」
で
は
次
の
様
な
報
告
が
な
さ

れ
て
い
る
。
一
八
四
一
年
に
は
、
モ
リ
ソ
ン
記
念
学
校
の
責
任
者

ブ
ラ
ウ
ン
は
、
テ
キ
ス
ト
作
成
を
目
的
と
し
て
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

に
出
張
し
た
。
そ
の
期
間
に
あ
た
る
四
月
一
日
か
ら
九
月
十
日
ま

で
は
、
当
然
不
在
と
な
る
た
め
、
総
会
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
帰
還
後
、

開
催
さ
れ
た
と
推
測
さ
れ
る
。
な
お
、
こ
の
年
の
モ
リ
ソ
ン
教
育

会
の
年
次
大
会
は
、
名
誉
会
長
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
・
デ
ン
ト

（D
ent, Lancelot

）
の
開
会
挨
拶
に
始
ま
っ
て
い
る
が
、
こ
の
人

物
は
デ
ン
ト
商
会
の
当
主
で
あ
り
、
先
に
清
朝
の
欽
差
大
臣
林
則

徐
（
一
七
八
五
│
一
八
五
〇
）
に
よ
っ
て
ア
ヘ
ン
密
貿
易
の
中
心

人
物
と
目
さ
れ
、
一
八
三
九
年
三
│
四
月
の
イ
ギ
リ
ス
商
館
封
鎖

中
に
省
城
へ
の
個
人
出
頭
を
求
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
こ
と
で
あ

る）
58
（

。
こ
の
ラ
ン
ス
ロ
ッ
ト
・
デ
ン
ト
も
、
ま
た
同
様
に
、
Ｗ
・

（
二
三
四
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ジ
ャ
ー
デ
ィ
ン
も
、
ア
ヘ
ン
の
密
貿
易
に
関
わ
っ
て
い
る
貿
易
商

で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
教
育
活
動
と
い
う
社
会
事
業
を
推
進
す

る
役
割
を
担
っ
て
い
る
一
方
で
、
ア
ヘ
ン
の
密
貿
易
と
も
つ
な

が
っ
て
い
る
側
面
も
、
中
心
勢
力
の
中
に
は
存
在
し
て
い
る
と
い

う
こ
と
も
、
見
落
せ
な
い
側
面
で
あ
る
と
言
え
よ
う
。
そ
の
一
方

で
、
貿
易
商
の
中
で
は
、
オ
リ
フ
ァ
ン
ト
商
会
は
、
ア
ヘ
ン
を
取

り
扱
う
こ
と
は
し
な
か
っ
た
と
い
う
こ
と
は
付
記
し
て
お
く
も
の

で
あ
る
。

こ
の
時
期
の
ブ
ラ
ウ
ン
に
関
し
て
補
足
す
れ
ば
、
一
八
四
一
年

に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を
訪
れ
た
際
、
日
本
に
も
馴
染
み
の
深
い
ヘ
ボ

ン
博
士
夫
妻
と
出
会
っ
て
い
る
。
後
に
、
ヘ
ボ
ン
（H

epburn, 
Jam

es Curtis

、
一
八
一
五
│
一
九
一
一
年
）
は
、
一
八
五
九
年

十
月
十
八
日
に
来
日
し
、
神
奈
川
成
仏
寺
に
逗
留
す
る
が
、
夫
人

の
病
気
の
た
め
帰
米
し
た
ブ
ラ
ウ
ン
が
、
一
八
五
八
年
、
再
び
、

海
外
伝
道
に
出
発
す
る
決
心
を
し
て
、
翌
年
オ
ラ
ン
ダ
改
革
派
教

会
か
ら
、
デ
ュ
ア
ン
・
シ
モ
ン
ズ
（Sim

m
ons, D

uane B.
、
一

八
三
四
│
八
九
）、
フ
ル
ベ
ッ
キ
（V

erbeck, Guido H
erm

an 
Fridolin

、
一
八
三
〇
│
九
八
）
と
共
に
日
本
派
遣
宣
教
師
に
選

出
さ
れ
、
五
月
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
出
発
し
、
そ
の
年
の
十
一

月
に
来
日
し
た
際
に
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
以
来
の
知
己
の
あ
る
ヘ
ボ

ン
と
再
会
す
る
。
そ
し
て
成
仏
寺
本
堂
に
お
い
て
同
居
す
る
と
い

う
縁
を
築
く
こ
と
に
な
る
。

一
八
四
二
年
と
い
う
年
は
、
八
月
二
十
九
日
に
南
京
条
約
が
締

結
さ
れ
、
清
朝
開
国
の
端
緒
と
な
っ
た
年
で
あ
る
。
こ
の
翌
月
の
、

九
月
二
十
八
日
に
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
年
次
定
例
総
会
が
行
わ
れ

た
が
、
こ
の
こ
と
に
関
す
る
年
報
と
し
て
は
、「
モ
リ
ソ
ン
教
育

会
第
四
次
年
報
」
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
掲
載
内
容
と
し
て

は
、
当
該
年
度
の
一
般
報
告
と
マ
カ
オ
に
お
け
る
ミ
ッ
シ
ョ
ン
ス

ク
ー
ル
で
あ
る
モ
リ
ソ
ン
記
念
学
校
の
教
務
報
告
と
の
二
部
構
成

で
あ
っ
た）

59
（

。
当
該
年
度
の
一
般
報
告
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
の
議
長

就
任
及
び
そ
の
他
の
職
員
異
動
、
ま
た
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
運
営

資
金
の
増
額
、
香
港
総
督
ポ
ッ
テ
ィ
ン
ジ
ャ
ー
（Sir H

enry 
Pottinger

、
在
任
一
八
四
三
年
六
月
二
十
六
日
│
一
八
四
四
年

五
月
七
日
）
か
ら
の
財
政
的
援
助
、
及
び
香
港
に
お
け
る
学
校
設

立
の
計
画
等
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
が
実
施
す
る
全
般
的
活
動
を
、

比
較
的
簡
潔
に
述
べ
た
も
の
で
あ
り
、
モ
リ
ソ
ン
記
念
学
校
の
ア

メ
リ
カ
人
教
師
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
る
教
育
の
現
状
に
関
す
る
詳
細
な

報
告
と
し
て
は
、
学
生
数
（
中
国
人
学
生
は
十
六
名
）、
諸
学
科

（
中
国
古
典
・
英
語
・
数
学
そ
の
他
）
の
教
授
方
法
及
び
教
育
効

果
等
に
つ
い
て
述
べ
ら
れ
て
い
る）

60
（

。
こ
の
年
、
南
京
条
約
に
よ
っ

て
五
港
（
広
州
・
厦
門
・
福
州
・
寧
波
・
上
海
）
が
開
港
さ
れ
る

と
と
も
に
、
香
港
島
が
イ
ギ
リ
ス
に
割
譲
さ
れ
た
。
そ
れ
を
機
に
、

（
二
三
五
）　
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モ
リ
ソ
ン
記
念
学
校
も
、
マ
カ
オ
か
ら
香
港
に
移
設
し
、
香
港
を

拠
点
と
し
て
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
く
と
い
う
方
向
性
が
打
ち

出
さ
れ
た
。
以
後
、
様
々
な
英
米
系
の
機
関
が
、
香
港
を
拠
点
に

し
て
活
動
を
展
開
す
る
。

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
第
五
回
年
次
総
会
が
一
八
四
三
年
十
月
一
日

に
行
わ
れ
、
そ
の
内
容
に
つ
い
て
、
年
報
で
詳
細
に
報
告
さ
れ
て

い
る）

61
（

。
ま
た
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
活
動
に
つ
い
て
は
、『
チ
ャ

イ
ニ
ー
ズ
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』
の
項
目
で
あ
る
宗
教
通
信
、
香
港
の

宗
教
・
慈
善
施
設
、
香
港
の
歴
史
篇
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
第
六
回
年
報
で
は
、
一
八
四
四
年
九
月
二

十
五
日
に
香
港
ヴ
ィ
ク
ト
リ
ア
に
建
て
ら
れ
た
モ
リ
ソ
ン
記
念
学

校
の
校
舎
で
催
さ
れ
た
第
六
回
記
念
祭
開
催
の
時
の
記
事
が
紹
介

さ
れ
て
い
る）

62
（

。
こ
の
記
念
祭
で
は
、
主
席
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
の
報
告

に
始
ま
り
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
各
委
員
に
対
す
る
感
謝
決
議
等
が

次
々
と
提
出
さ
れ
可
決
さ
れ
た
後
、
学
校
試
験
の
実
施
状
況
の
視

察
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
第
四
学
級
一
〇
名
の
読
方
、
第
三
学
級
一
〇
名

の
諳あ

ん

算ざ
ん

、
第
二
学
級
四
名
の
算
術
（
簡
単
な
公
式
に
関
す
る
応
用

問
題
）、
第
一
学
級
の
読
方
、
機
械
学
、
地
理
等
の
学
科
修
了
試

験
が
、
全
て
の
中
国
人
学
生
に
対
し
英
語
で
行
わ
れ
た
。
ブ
リ
ッ

ジ
マ
ン
主
席
の
報
告
及
び
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
る
委
員
と
し
て
の
報
告

が
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』
に
転
載
さ
れ
て
い
る）

63
（

。

ま
た
、
こ
の
年
の
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』（
第
十

三
巻
）
に
は
、
モ
リ
ソ
ン
記
念
学
校
の
生
徒
が
、
友
人
に
宛
て
た

手
紙
が
紹
介
さ
れ
て
い
る
。
紹
介
さ
れ
た
手
紙
の
中
に
は
、
次
の

よ
う
な
も
の
が
事
例
と
し
て
掲
載
さ
れ
て
い
る）

64
（

。

内
容
と
し
て
は
、
以
下
の
様
に
な
る
。
中
国
人
学
生
が
中
国
人

の
友
人
に
宛
て
た
手
紙
を
取
り
上
げ
て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
モ

リ
ソ
ン
記
念
学
校
の
非
常
に
成
功
し
て
い
る
事
例
と
し
て
、
中
国

人
学
生
の
手
紙
の
内
容
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
教
育
の
成
果
と
高

い
道
徳
性
を
示
し
て
い
る
。
例
え
ば
、
一
通
目
のA

shing

の
も

の
で
は
、
学
校
生
活
の
話
題
の
他
に
は
、
あ
る
人
物
の
死
に
関
し

て
、
キ
リ
ス
ト
教
的
死
生
観
を
述
べ
て
お
り）

65
（

、
二
通
目
のA

kan

の
も
の
は
学
校
生
活
以
外
で
は
、
ア
メ
リ
カ
使
節
の
渡
来
に
よ
り

イ
ギ
リ
ス
、
ア
メ
リ
カ
、
中
国
の
外
交
関
係
が
進
展
し
、
中
国
の

開
国
に
よ
り
英
米
人
も
自
由
に
中
国
国
内
の
旅
行
が
許
さ
れ
る
よ

う
に
な
る
こ
と
を
望
み
、
自
分
自
身
は
、
中
国
の
優
れ
た
歴
史
や

地
理
に
関
す
る
著
作
物
を
残
し
た
い
と
述
べ
て
い
る）

66
（

。
三
通
目
の

A
kü

は
、
日
常
生
活
に
つ
い
て
記
し
て
お
り）
67
（

、
四
通
目
の

A
tseuk

は
、
ア
フ
リ
カ
に
お
け
る
発
展
途
上
地
域
の
民
族
へ
の

伝
道
効
果
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
事
例
と
し
て
は
少
な
い
が
、

そ
の
手
紙
に
述
べ
ら
れ
た
内
容
か
ら
検
証
す
れ
ば
、
こ
こ
で
取
り

上
げ
た
中
国
人
学
生
は
、
中
国
人
と
い
う
よ
り
も
寧
ろ
欧
米
人
の

（
二
三
六
）　
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意
識
を
身
に
つ
け
て
お
り
、
欧
米
の
宣
教
師
の
考
え
方
に
立
脚
し

て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
と
報
告
さ
れ
て
い
た）

68
（

。

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
第
八
回
年
報
で
は
、
一
八
四
六
年
九
月
三

十
日
午
後
六
時
か
ら
開
会
し
た
第
八
回
の
年
次
総
会
の
内
容
に
つ

い
て
、
記
さ
れ
て
い
る）

69
（

。
当
日
の
主
な
出
席
者
は
、
ブ
リ
ッ
ジ
マ

ン
、
ス
タ
ン
ト
ン
、
ミ
ル
ン
、
ク
リ
ー
ラ
ン
ド
、
リ
ュ
ー
ツ
・

ト
ッ
ド
、
デ
イ
ビ
ス
、
Ｄ
・
マ
セ
ソ
ン
、
Ｃ
・
Ｊ
・
Ｆ
・
ス
テ
ュ

ア
ー
ト
、
シ
ョ
ー
ト
レ
ッ
ド
、
パ
ー
カ
ー
、
ケ
ア
ン
ズ
、
オ
ー
ル

デ
ィ
ン
グ
、
バ
ル
フ
ォ
ア
、
ギ
ル
バ
ー
ト
、
バ
ー
ド
、
イ
ン
グ
リ

ス
、
ハ
ウ
エ
ル
他
と
い
っ
た
人
々
で
あ
っ
た）

70
（

。

こ
れ
ら
参
加
者
の
中
で
、
議
長
に
は
ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
が
な
り
、

こ
の
会
の
発
展
状
況
に
つ
い
て
の
報
告
が
な
さ
れ
た
。
次
に
理
事

会
の
報
告
、
さ
ら
に
理
事
会
か
ら
モ
リ
ソ
ン
記
念
学
校
の
経
営
を

委
任
さ
れ
て
い
る
ブ
ラ
ウ
ン
に
よ
り
学
校
に
関
し
て
の
報
告
が
な

さ
れ
、
最
後
に
次
の
よ
う
な
決
議
が
な
さ
れ
た
。

一
つ
目
は
、
報
告
書
の
印
刷
出
版
の
件
、
二
つ
目
は
、
寄
付
金

の
募
集
の
件
、
三
つ
目
は
、
ブ
ラ
ウ
ン
の
ア
メ
リ
カ
へ
の
帰
国
と

ブ
ラ
ウ
ン
夫
人
の
病
気
療
養
の
こ
と
。
そ
し
て
、
そ
の
不
在
中
の

学
校
経
営
は
理
事
会
に
委
任
す
る
と
い
う
件
で
あ
っ
た）

71
（

。
議
事
の

最
後
に
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
役
員
の
無
記
名
投
票
に
よ
る
選
挙
が

あ
っ
た
後
、
学
生
達
の
教
育
成
果
を
確
認
す
る
た
め
、
学
科
試
験

の
見
学
を
行
っ
て
散
会
し
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る）

72
（

。

理
事
会
に
よ
る
報
告
の
要
旨
は
次
の
通
り
で
あ
る
。
前
回
の
決

議
の
結
果
に
よ
り
雇
用
さ
れ
た
二
名
の
教
師
で
教
育
活
動
を
進
め

て
い
け
ば
、
現
在
の
学
生
数
の
約
二
倍
の
人
数
を
教
育
す
る
こ
と

が
可
能
な
は
ず
で
あ
る
が
、
そ
の
た
め
の
設
備
の
拡
張
は
、
経
費

不
足
と
寄
付
金
の
集
ま
り
具
合
が
難
し
い
た
め
、
な
か
な
か
実
現

が
難
し
い
と
い
う
こ
と
。
そ
の
一
方
で
、
学
生
は
少
数
で
は
あ
る

が
熱
心
に
勉
学
に
取
り
組
ん
で
い
る
た
め
、
彼
等
の
将
来
に
は
期

待
す
べ
き
も
の
が
あ
る
と
い
う
こ
と
。
例
え
ば
、
あ
る
学
生
は

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
政
治
経
済
に
関
す
る
論
文
を
中
国
語
に
翻
訳
し
た

が
、
そ
の
論
文
は
、
目
下
の
と
こ
ろ
教
材
と
し
て
使
用
す
る
た
め

に
印
刷
に
出
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た）
73
（

。

理
事
会
の
銓
衡
に
よ
っ
て
、
こ
の
三
月
に
ア
メ
リ
カ
か
ら
着
任

し
た
教
師
メ
イ
シ
イ
の
教
育
活
動
は
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
将
来

に
、
光
明
を
与
え
る
も
の
で
あ
る
と
し
て
い
る）

74
（

。

一
方
、
ブ
ラ
ウ
ン
も
ま
た
、
理
事
会
に
対
し
て
次
の
様
な
報
告

書
を
提
出
し
て
い
る
。

第
七
回
の
総
会
の
時
期
に
は
学
生
の
数
は
三
十
名
で
あ
っ
た
が
、

そ
の
後
二
名
は
病
死
し
、
一
名
は
自
宅
に
呼
び
帰
さ
れ
退
校
す
る

な
ど
、
現
状
で
は
二
十
七
名
と
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、
病
気

療
養
の
た
め
帰
宅
し
て
い
る
学
生
も
多
く
、
出
席
者
は
、
在
校
生

（
二
三
七
）　
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数
よ
り
も
更
に
少
な
い
の
が
実
状
で
あ
る
と
い
う
こ
と
。
病
人
の

世
話
や
治
療
に
つ
い
て
は
デ
ィ
ル
博
士
及
び
バ
ル
ト
ー
ル
氏
に
大

変
な
ご
苦
労
を
お
願
い
し
た
と
い
う
こ
と
な
ど
で
あ
る）

75
（

。

三
月
十
二
日
に
は
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
教
師
メ
イ
シ
イ
が
着
任
し

た
。
彼
は
二
年
級
及
び
四
年
級
の
授
業
を
持
つ
傍
ら
、
中
国
語
の

研
究
に
没
頭
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ
っ
た）

76
（

。
優
秀
な
教
師
が
選

任
さ
れ
て
も
、
校
舎
の
拡
張
は
行
わ
れ
ず
、
思
う
よ
う
な
教
育
活

動
が
で
き
な
か
っ
た
と
さ
れ
て
い
る
。

学
校
は
四
学
年
に
分
か
れ
、
一
年
級
は
七
名
、
二
年
級
は
四
名
、

三
年
級
は
七
名
、
四
年
級
は
十
名
で
構
成
さ
れ
て
お
り
、
キ
リ
ス

ト
教
教
育
も
怠
ら
ず
に
継
続
し
、
朝
夕
の
礼
拝
に
は
聖
書
の
朗
読
、

讃
美
歌
の
斉
唱
等
が
な
さ
れ
、
日
曜
に
は
礼
拝
後
、
聖
書
の
読
書

会
が
催
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
上
級
生
は
、
旧
約
の
「
創
世
記
」
か

ら
「
士し

し

き
師
記
」
ま
で
を
読
了
し
た）
77
（

。

ミ
ル
ン
が
イ
ギ
リ
ス
を
訪
問
し
た
際
に
行
っ
た
働
き
か
け
に
よ

り
、
英
国
聖
書
協
会
（English &

 Foreign T
ract Society

）

か
ら
書
棚
が
贈
ら
れ
、
ま
た
一
方
米
国
聖
書
協
会
（A

m
erican 

Sunday School U
nion

）
か
ら
も
図
書
の
寄
贈
が
あ
っ
た
。
そ

の
他
個
人
の
篤
志
家
に
よ
る
寄
賜
も
あ
り
、
学
校
の
備
品
は
充
実

し
て
き
て
い
る
と
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
報
告
を
最
後
に
、
ブ

ラ
ウ
ン
は
一
八
四
七
年
一
月
、
夫
人
の
病
気
療
養
の
た
め
、
三
人

の
中
国
人
学
生
を
伴
っ
て
、
帰
国
の
途
に
つ
い
た
。
こ
の
三
人
の

中
国
人
学
生
は
、
黄
勝
（
一
八
二
七
│
一
九
〇
二
）、
黄
寛
（
一

八
二
九
│
七
八
）、
容
閎
（
一
八
二
八
│
一
九
一
二
）
で
あ
る
。

ブ
ラ
ウ
ン
は
三
人
の
中
国
人
学
生
を
マ
サ
チ
ュ
ー
セ
ッ
ツ
州
モ
ン

ス
ン
に
あ
る
モ
ン
ス
ン
学
園
で
学
ば
せ
、
大
学
進
学
の
準
備
を
さ

せ
て
い
く）

78
（

。

ブ
ラ
ウ
ン
が
帰
米
し
て
以
降
の
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
活
動
は
、

そ
の
基
金
が
学
校
負
債
の
精
算
に
充
て
ら
れ
る
な
ど
、
本
来
の
教

育
活
動
の
計
画
か
ら
ず
れ
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
一
八
五
〇
年
に

は
、
モ
リ
ソ
ン
記
念
学
校
は
閉
校
と
な
り
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
自

体
も
、
そ
の
後
、
自
然
消
滅
の
道
を
た
ど
る
こ
と
と
な
っ
た）
79
（

。

四　

む
す
び

本
論
文
は
、
ア
ヘ
ン
戦
争
前
か
ら
太
平
天
国
の
乱
勃
発
に
到
る

ま
で
の
約
二
十
年
に
わ
た
り
、
広
東
を
中
心
に
、
教
育
支
援
活
動

を
行
っ
て
き
た
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
に
視
点
を
お
き
、
こ
の
激
動
期

と
い
わ
れ
る
十
九
世
紀
の
中
国
史
上
に
お
い
て
、
ど
の
様
な
活
動

を
進
め
て
い
た
の
か
、
そ
の
内
容
に
関
し
て
、
検
証
し
て
い
く
こ

と
を
課
題
と
し
て
き
た
。『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』

と
い
う
、
中
国
に
お
け
る
英
文
初
の
定
期
刊
行
物
の
中
で
、
毎
年

報
告
さ
れ
る
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
定
期
総
会
の
年
次
報
告
書
を
中

（
二
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心
に
、
い
か
な
る
話
題
が
こ
の
機
関
の
議
題
と
な
り
、
活
動
が
遂

行
さ
れ
て
き
た
の
か
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
い
く
こ
と
に
な
っ
た
。

「
二
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
と
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト

リ
ー
』」
で
は
、
一
八
三
五
年
に
発
会
さ
れ
た
モ
リ
ソ
ン
教
育
会

の
設
立
計
画
を
進
め
た
準
備
幹
事
と
一
八
三
二
年
に
中
国
現
地
で

発
刊
さ
れ
た
英
文
の
定
期
刊
行
物
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト

リ
ー
』
を
支
え
て
い
る
人
々
、
こ
れ
ら
の
集
団
が
持
つ
共
通
性
を

調
べ
て
い
く
と
、
こ
の
当
時
の
中
国
に
お
け
る
英
米
系
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
を
代
表
す
る
一
定
の
ま
と
ま
り
で
あ
る
こ
と
が
伺
え
た
。

政
府
系
役
人
、
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
系
宣
教
師
、
貿
易
商
な
ど
、
英

米
系
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
形
成
す
る
人
々
が
、
中
国
に
接
近
し
て

い
く
中
で
、
必
要
な
情
報
源
と
し
て
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ

ト
リ
ー
』
が
あ
り
、『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ー
』
を
媒

介
と
し
て
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
は
、
自
ら
の
活
動
を
外
の
英
米
圏

に
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
と
い
う
手
法
を
と
っ
て
い
た
。

ブ
リ
ッ
ジ
マ
ン
が
中
心
と
な
っ
て
一
八
三
二
年
に
創
刊
し
た
英

文
月
刊
誌
『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ
ポ
ジ
ト
リ
ーT

he Chinese 
Repository

（1832-51

）』
は
、
中
国
プ
ロ
テ
ス
タ
ン
ト
伝
道
を

推
進
す
る
た
め
の
定
期
刊
行
物
と
し
て
、
一
八
三
二
年
に
刊
行
さ

れ
た
が
、
こ
の
英
文
月
刊
誌
の
記
事
内
容
と
し
て
最
も
多
い
分
野

の
項
目
は
、
キ
リ
ス
ト
教
に
関
す
る
項
目
で
、
取
り
扱
う
内
容
は
、

現
地
宗
教
の
記
事
か
ら
キ
リ
ス
ト
教
の
伝
道
・
医
療
・
教
育
に
関

す
る
内
容
で
あ
る
。
次
い
で
中
国
の
社
会
・
文
化
、
さ
ら
に
通

商
・
経
済
関
係
、
外
交
・
政
治
関
係
と
取
り
扱
う
情
報
は
、
多
岐

に
わ
た
っ
て
い
る
。

中
国
へ
の
伝
道
活
動
に
お
い
て
、
効
果
的
な
方
法
と
し
て
、
教

育
及
び
医
療
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
の
分
野
を
介
し
て
、

中
国
人
に
対
し
て
接
近
し
、
信
頼
関
係
を
構
築
し
て
い
く
中
で
、

キ
リ
ス
ト
教
の
布
教
活
動
が
進
め
ら
れ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ

る
。
し
か
し
、
こ
の
伝
道
活
動
を
行
う
上
で
必
要
な
知
識
と
し
て
、

中
国
の
現
地
社
会
の
持
つ
特
質
を
理
解
す
る
こ
と
は
、
中
国
社
会

と
つ
き
あ
う
上
で
も
、
非
常
に
重
要
な
こ
と
が
ら
で
あ
っ
た
。
そ

れ
は
宣
教
師
に
限
ら
ず
、
現
地
中
国
で
活
動
を
展
開
し
て
い
る
政

府
関
係
者
、
貿
易
商
な
ど
に
と
っ
て
も
当
て
は
ま
る
こ
と
で
あ
っ

た
。
彼
ら
は
広
東
な
ど
の
外
国
人
居
留
地
で
生
活
し
て
い
る
が
、

中
国
社
会
に
積
極
的
に
進
出
し
て
い
く
た
め
に
は
、
言
語
理
解
を

初
め
と
し
て
、
中
国
の
社
会
・
文
化
、
通
商
・
経
済
関
係
、
外

交
・
政
治
関
係
と
多
岐
に
わ
た
る
内
容
に
つ
い
て
英
文
記
さ
れ
て

い
る
定
期
刊
行
物
は
、
格
好
の
読
み
物
で
あ
り
、
貴
重
な
情
報
源

で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

モ
リ
ソ
ン
教
育
会
は
、
そ
の
発
会
の
段
階
で
、
こ
の
会
の
当
面

の
課
題
と
し
て
、
六
つ
の
計
画
を
提
示
し
た
が
、
そ
れ
を
内
容
で

（
二
三
九
）　
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整
理
す
る
と
、
さ
ら
に
以
下
の
四
つ
に
分
け
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

第
一
に
、
英
米
か
ら
専
門
職
の
教
師
を
招
聘
す
る
こ
と
、
第
二
に
、

中
国
本
土
及
び
海
外
華
僑
社
会
に
お
い
て
中
国
及
び
中
国
系
人
の

識
字
率
等
教
育
水
準
を
調
査
す
る
こ
と
。
第
三
に
、
モ
リ
ソ
ン
教

育
会
の
会
員
数
・
資
金
・
蔵
書
数
の
増
加
を
図
る
と
い
う
こ
と
。

第
四
に
、
中
国
人
に
対
す
る
英
語
教
育
を
行
い
、
さ
ら
に
、
キ
リ

ス
ト
教
及
び
西
洋
文
化
を
親
し
ま
せ
る
こ
と）

80
（

。
こ
こ
で
整
理
さ
れ

た
四
つ
の
課
題
は
、
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
中
国
社
会
へ
の
支
援
活

動
と
し
て
具
体
化
さ
れ
て
い
く
一
方
で
、『
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
・
レ

ポ
ジ
ト
リ
ー
』
と
い
う
英
文
の
定
期
刊
行
物
を
媒
介
と
し
て
、
そ

の
中
国
情
報
は
、
英
語
圏
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
伝
播
し
て
い
く

こ
と
と
な
っ
た
。
モ
リ
ソ
ン
教
育
会
の
活
動
は
、
一
八
五
〇
年
代

に
入
り
、
約
二
十
年
の
活
動
を
経
て
、
自
然
消
滅
の
道
を
た
ど
る

こ
と
と
な
っ
た
。
し
か
し
、
十
九
世
紀
初
頭
か
ら
展
開
し
て
き
た
、

こ
の
様
な
中
国
社
会
へ
の
教
育
的
ア
プ
ロ
ー
チ
が
、
一
定
の
中
国

人
層
に
と
っ
て
、
社
会
的
有
効
性
を
持
ち
う
る
と
共
に
、
こ
の
ア

プ
ロ
ー
チ
を
通
じ
て
得
ら
れ
た
中
国
社
会
に
関
す
る
情
報
が
、
英

米
人
を
中
心
と
す
る
英
語
圏
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
、
有
用
な
中
国

情
報
を
提
供
し
て
き
た
と
い
う
こ
と
も
、
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
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